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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一度にユーザの手の片面を乾燥させるための壁に取り付け可能な手乾燥装置において、
一方が手の一方に対応する２つのノズルセクションを備え、前記ノズルセクションは、使
用時に壁から離間するように前記手乾燥装置の前方に配置され、前記ノズルセクションの
各々は、ユーザの開いた手の幅にわたって延びると共に、手が前記手乾燥装置の前方から
ノズルセクションの下に前後方向に挿入されると、手のひら及び手の甲に乾燥空気を下向
きに指向するように構成され、左側のノズルセクションは右側に傾き、右側のノズルセク
ションは左側に傾いている手乾燥装置。
【請求項２】
　前記ノズルセクションの各々は、細長い空気スロット又は空気ノズル列のいずれかを備
える、請求項１に記載の手乾燥装置。
【請求項３】
　前記ノズルセクションの各々は、幅１ｍｍ未満の細長い空気スロットであり、前記手乾
燥装置は、１００ｍ／ｓを超える出口空気速度で前記空気スロットを通って強制的に空気
流を送り出すために、前記空気スロットと流体連通するモータ駆動式ファンを備える、請
求項２に記載の手乾燥装置。
【請求項４】
　前記ノズルセクションは、前記手乾燥装置の前方から見る場合、Ｖ形に配置される、請
求項１に記載の手乾燥装置。
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【請求項５】
　前記ノズルセクションは、前記手乾燥装置の前縁に沿って配置される、請求項１～４の
いずれか１項に記載の手乾燥装置。
【請求項６】
　前記ノズルセクションは、前記手乾燥装置の下面に設けられる、請求項１～５のいずれ
か１項に記載の手乾燥装置。
【請求項７】
　前記手乾燥装置の前記下面は、前記手乾燥装置の前方から見る場合、それ自体がＶ形で
ある、請求項６に記載の手乾燥装置。
【請求項８】
　前記左側のノズルセクションは、乾燥空気を前記手乾燥装置の左側外側の第１の方向に
沿って指向するように構成され、前記右側のノズルセクションは、乾燥空気を前記手乾燥
装置の右側外側の第２の方向に沿って指向するように構成される、請求項１～７のいずれ
か１項に記載の手乾燥装置。
【請求項９】
　前記第１の方向及び第２の方向の発散角は、１００－１２０度である、請求項８に記載
の手乾燥装置。
【請求項１０】
　前記第１の方向及び第２の方向は前向き成分を有する、請求項８に記載の手乾燥装置。
【請求項１１】
　前記ノズルセクションは、空気を６０度より大きい偏角で前方下向きに手に指向するよ
うに構成される、請求項１～１０のいずれか１項に記載の手乾燥装置。
【請求項１２】
　前記ノズルセクションは、空気を略垂直方向下向きに手に指向する、請求項１～５のい
ずれか１項に記載の手乾燥装置。
【請求項１３】
　前記ノズルセクション下でユーザの手の縦傾斜を案内するための、前記ノズルセクショ
ンの各々の後方に配置される、下向きに縦傾斜された案内部を備える、請求項１～１２の
いずれか１項に記載の手乾燥装置。
【請求項１４】
　前記案内部は、前記ノズルセクションの後方にずれて配置される、請求項１３に記載の
手乾燥装置。
【請求項１５】
　前記案内部は、５ｍｍを超える距離だけ後方にずれて配置される、請求項１４に記載の
手乾燥装置。
【請求項１６】
　前記案内部は、使用時に前記壁まで後方に延びる連続傾斜面を備える、請求項１３又は
１４に記載の手乾燥装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手乾燥装置の技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　市場には、典型的に、ペーパータオルの代替品として公共トイレに設置される種々のデ
ザインの手乾燥装置が存在する。
【０００３】
　図１は、手乾燥装置のＤｙｓｏｎ　Ａｉｒｂｌａｄｅ（登録商標）の系列の一部として
モデル名ＡＢ０１で現在市販されている、１つの従来型の手乾燥装置ａを示す。これは部
分的に乾燥キャビティｄで囲まれた各々幅１ｍｍ未満の対向する一対の狭いスリット状ノ
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ズルｂ、ｃを通って高圧空気を強制的に送り出すためのモータ駆動式ファンを使用して作
動する。これは、ユーザが対向するノズルｂ、ｃの間の乾燥キャビティｄに手のひらを開
いて「突っ込む」場合に、ユーザの手の表面及び裏面から水分をはぎ落とす高速空気の２
つの対向する薄いシート、または「ブレード」を形成する。
【０００４】
　図１に示す手乾燥装置は、「両面」乾燥動作をもたらし、手の表面及び裏面を同時に乾
燥する。
【０００５】
　図２は別の従来型手乾燥装置ｅを示す。この形式の手乾燥装置は、対向するノズルでは
なく単一の比較的大型のノズルｆを備える。この単一ノズルｆは、乾燥空気を下方の、乾
燥のためにノズルｆの真下に置かれたユーザの手に指向する。空気は、図１の手乾燥装置
ａに比べて比較的低速で放出されるが、手から大量の水分を吹きやるには低速すぎる。代
わりに、空気は加熱されてユーザの手の水分の蒸発乾燥を助長するようになっている。乾
燥動作は「手を交互に動かす」動作であり、ユーザは蒸発乾燥作用を促すためにノズルｆ
の下で手を擦り合わせる必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は改善された手乾燥装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、一度にユーザの手の片面を乾燥させるための壁面に取り付け可能な手乾燥装
置を提供するものであり、手乾燥装置は、一方が手の一方に対応する２つのノズルセクシ
ョンを備え、ノズルセクションは、使用時に壁面から離間するように乾燥装置の前方に配
置され、ノズルセクションの各々は、ユーザの開いた手の幅にわたって延びると共に、手
が乾燥装置の前方からノズルセクションの下に前後方向に挿入されると、手のひら及び手
の甲に乾燥空気を下向きに指向するように構成され、左側のノズルセクションは右側に傾
き、右側ノズルセクションは左側に傾いている。
【０００８】
　本発明の乾燥装置は、両面乾燥動作に依存しない。その代わりに、乾燥装置は、一度に
ユーザの手の片面を乾燥させるように構成され、手の両面を同時に乾燥させる対向するノ
ズルを使用しない。これが有利なのは、従来の手の両面乾燥装置の対向するノズルの使用
が機械の全体的な奥行きに対する制約となるからであり、充分な奥行きが、対向するノズ
ルセット、手が入ることを許す各ノズル間の妥当な間隙、及び対向するノズルのための供
給配管を収容するために必要だからである。対向するノズルの必要条件を取り除くことに
よりこれらの制約も同様になくなる。
【０００９】
　同時に、本発明の乾燥装置は、有利には、ユーザのそれぞれの手を別々に乾燥させる。
通常の使用時に、ユーザは彼（又は彼女）の手を、最初は手のひらをノズルセクションに
向けて、次に手を裏返し手の甲をノズルセクションに向けて（又はその逆で）、ノズルセ
クションの真下で前後に動かす。通常の使用時に、いくつかの従来の乾燥装置で使用され
る「手を交互に動かす」乾燥方法のように手を擦り合わせる必要はなく、実際には、これ
は手の各々に専用のノズル部を準備することで積極的に阻止される。
【００１０】
　左側ノズルセクションは右側に傾き、右側ノズルセクションは左側に傾く。従って、ユ
ーザは、手を対応する傾いた姿勢で維持できる。これにより乾燥装置の使用動作が、ユー
ザには快適なものになるが、依然として、ユーザは、自分の手を各々の手の全幅にわたっ
てノズルに近接させることができる。
【００１１】
　また、左側及び右側ノズルの傾きにより、使用時にユーザは自分の手を快適に縦傾斜さ
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せることができ、ノズルセクションと壁との間の有効奥行きが増大する。対向するノズル
が不要になることと相まって、このことは非常に浅い奥行きの機械を可能とする。
【００１２】
　ノズルセクションは同じ角度で傾くことが好ましく、この場合、これらの相対方向は、
好都合にはノズルセクションの間の角度を基準にして説明され、本明細書では相対傾き角
と呼ぶ。急な（小さな）相対傾き角は、ユーザが手のひらを上向き（及び内向き）にして
動かすのに好都合であろう。逆に浅い（大きな）相対傾き角は、特に通常使用時に手を下
向きに縦傾斜させる場合、ユーザが手のひらを下向き（及び外向き）にして動かすのに好
都合であろう。約１１５度の相対傾き角が良好な妥協案をもたらすと考えられる。
【００１３】
　ノズルセクションは、乾燥装置の中心線の両側に対称に配置できるが、これは必須では
ない。
【００１４】
　ノズルセクションの各々は、細長い空気スロット（又は同じ連続した空気スロットの別
々の細長いセクション）、又は１つ又はそれ以上の細長い空気ノズルを有する列を備える
ことができる。好ましい実施形態において、これらのノズルの細長いスロット又はノズル
の列は、乾燥装置の前方から見た場合にＶ形に配置できる。
【００１５】
　各々のノズルセクションは、ユーザの手の幅にわたって延び、ユーザの手の全範囲にわ
たって有効に乾燥させるようになっている。必須ではないが、ノズルセクションの好まし
い長さの範囲は１００－１５０ｍｍである。これにより使用時にノズルセクションがユー
ザの手の大部分に有効に広がるのを補償する。正確な長さは、一方ではコンパクトな設計
と、他方では比較的手の大きなユーザの乾燥装置の利便性との間の妥協点であろう。従っ
て、好ましい長さは、例えば国等で様々であろう。しかしながら、多くの場合、ノズルセ
クションの１２０ｍｍ（許容範囲±１０ｍｍ）の長さの仕様は一般に良好な妥協案をもた
らす。
【００１６】
　ノズルセクションは、好都合には乾燥装置の底面に設けることができ、この場合、底面
は乾燥装置の前方から見た場合にＶ形とすることもできる。
【００１７】
　典型的に、ノズルを通して乾燥空気を強制的に送り出すためにモータ駆動式ファンを備
えることができる。好ましい実施形態において、手乾燥装置は、ノズルを通して空気を１
００ｍ／ｓを超える高速で強制的に送り出すモータ駆動式ファンを備える。このことは有
利には、図１の（対向するノズルに依存するという欠点をもつ）従来の両面手乾燥装置と
同様の運動量乾燥動作をもたらす。つまり、ユーザが自分の手をノズル部の下で通すと、
高い運動量の空気流がユーザの手から有効に水分をはぎ落とす。
【００１８】
　ノズルは、空気をユーザの手に向かって垂直方向又は略垂直方向で下向きに指向するよ
うに構成できる。これにより、特に比較的高い空気流速を使用する場合の「吹き戻し」又
は「逆流」、つまり湿潤又は乾燥空気がユーザに吹き戻されることを防止できる。従って
、ノズル部を乾燥装置の前方に立つユーザから遮蔽する必要はない（この遮蔽は壁面上の
機械の奥行きを増大させるであろう）。
【００１９】
　空気を垂直方向（又は略垂直方向）下向きに指向させることは必須ではないが、ノズル
セクションは、空気を真っ直ぐ下向きではなく、前方下向きにユーザの手に指向するよう
に配置できる。実際には、この配置は、使用時にユーザが自分の手を壁からより遠くに離
して置くことができるので、ノズルセクションが壁に対して隣接して配置される場合に好
ましい。空気が前方下向きで手に指向される場合、偏角は吹き戻し及び逆流を許容限界内
に維持するように制御でき、５０度を超える偏角が好ましい。
【００２０】
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　ノズルセクションは、左側ノズルセクションが乾燥装置の左側に向かって外向き（且つ
下向き）の第１の方向に沿って空気を指向し、右側ノズルセクションが乾燥装置の右側に
向かって外向き（且つ下向き）の第２の方向に沿って空気を指向するように構成できる。
第１の方向及び第２の方向の発散角は１００－１２０度であることが好ましい。
【００２１】
　また、第１の方向及び第２の方向は前向き成分をもつことができるので、空気は前方下
向きでユーザの手に指向されるが、ユーザの身体の両側に向かう。この場合、空気ジェッ
トの発散角は、逆流及び吹き戻しを許容限度内に制御し続けるように偏角と併せて制御で
きる。
【００２２】
　また発散する空気ジェットの使用には利点があり、ユーザは、自分の手を、空気ジェッ
トが（乾燥装置の前方から見て）手の面に対して垂直に指向するように傾けることができ
、乾燥時間の短縮につながる。
【００２３】
　手乾燥装置は乾燥キャビティを備えることができるが、このことは必須ではなく、壁上
の機械の奥行きの最小化が望まれる場合には不都合となる。
【００２４】
　下向きに縦傾斜した案内部は、ノズルの後方に設けることができ、使用時に手の縦傾斜
角を案内して壁上の乾燥装置の有効奥行きを増大させるようになっている。案内部の縦傾
斜は４５度であることが好ましい。案内部は連続した縦傾斜面の形態とすることができる
が、これは必須ではない。
【００２５】
　案内部は、ノズルセクションから好ましくは５ｍｍを超えて後方に配置でき、使用時に
乾燥空気が案内部上に成層することを防止できる。
　本発明の実施形態は、添付図面を参照して以下に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】従来の両側式の手乾燥装置の斜視図である。
【図２】別の形式の従来の手乾燥装置の斜視図である。
【図３】本発明による手乾燥装置の斜視図である。
【図４】本発明による手乾燥装置の正面図である。
【図５】本発明による手乾燥装置の側面図である。
【図６】図３～５の手乾燥装置の主要内部構成要素を示す概略正面断面図である。
【図７】図３～５の手乾燥装置の下から見た部分斜視図である。
【図８ａ】上側から下向きに見た図３～５の手乾燥装置の通常の使用を示す斜視図である
。
【図８ｂ】上側から下向きに見た図３～５の手乾燥装置の通常の使用を示す斜視図である
。
【図９ａ】図３～５の手乾燥装置の正面図であり、乾燥装置のノズルセクションの傾きを
示す。
【図９ｂ】図３～５の手乾燥装置の正面図であり、乾燥装置のノズルセクションの傾きを
示す。
【図１０】飛行機の簡略化した外形の背面図であり、本発明の手乾燥装置のノズルセクシ
ョンの傾きと、飛行中の飛行機の傾きとの間の類似性を示すことが意図される。
【図１１】上側から下向きに見た図３～５の手乾燥装置の斜視図であり、使用時のユーザ
の手の傾きを示す。
【図１２】図５と同じであり、使用時のユーザの手の縦傾斜を示す。
【図１３】図４のラインＡ－Ａに沿った図３～５の手乾燥装置の一部の断面図である。
【図１４】図１３に対応する比較図であるが、手乾燥装置の別の構成を示す。
【図１５ａ】図３～５の手乾燥装置の正面図であり、使用時の乾燥空気流の方向を示す。
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【図１５ｂ】図３～５の手乾燥装置の側面図であり、使用時の乾燥空気流の方向を示す。
【図１６ａ】図３～５の手乾燥装置の正面斜視図であり、使用時の乾燥空気流の方向を示
す。
【図１６ｂ】図３～５の手乾燥装置の側面図であり、使用時の乾燥空気流の方向を示す。
【図１６ｃ】図１６ａの方向ベクトルＡ、Ｂのベクトル図である。
【図１７】別の手乾燥装置の正面斜視図であり、乾燥空気流の方向を示す。
【図１８】別の手乾燥装置の正面図であり、傾いたノズル列が組み込まれている。
【図１９】図１８と類似の乾燥装置の正面図であるが、傾いたノズル列は乾燥装置の平坦
な下面に設けられている。
【図２０】ノズルセクションの後側に別のガイド部形態が組み込まれた手乾燥装置の一部
の断面図である。
【図２１】ノズルセクションの後側にガイド部を備えていない別の手乾燥装置の斜視図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図３－５の各々は、通常の壁取り付け方向で示される、壁に取り付け可能な手乾燥装置
１を示す。図６は、高度に簡略化された手乾燥装置１の主要内部構成要素を示す。
【００２８】
　手乾燥装置１は、ダクテッドファン５を収容する主ケーシング３を備える。モータ７が
、ファン５を駆動するように主ケーシング内に設けられ、ファン５は、主ケーシング３の
両側の吸気口９を通って空気を引き込み、空気を２つのノズルセクション、即ち乾燥装置
１の左側の左側ノズルセクション１１、及び乾燥装置１の右側の右側ノズルセクション１
３、を通って高速（＞１００ｍ／ｓ）で強制的に送り出す。これらのノズルセクション１
１、１３は、乾燥装置１の底面１５に配置され、使用時に距離ｘだけ壁１７から離間する
ように、主ケーシング３の前側下縁に沿って延びる（図５）。
【００２９】
　ノズルセクション１１、１３の各々は、壁に対して略平行に配置された幅１ｍｍ未満の
細長い空気スロットの形態である（細長い空気スロット１３は乾燥装置１を底面から見た
図７に示す）。ノズルセクションは薄いので、乾燥空気は空気の薄いシート１１ａ、１３
ａ（図６）の形態で各々のスロット１１、１３を通って放出される。
【００３０】
　各空気スロット１１、１３の長さは１２０ｍｍであり、対応する「空気の薄いシート」
１１ａ、１３ａは各々がユーザの開いた手の幅にわたって延びることが意図される。
【００３１】
　使用時、手はノズルセクション１１、１３の下で縦方向の前後方向に挿入され、高速の
空気のシート１１ａ、１３ａは、下向きに手の上に指向され、その後ノズルセクション１
１、１３の下で手を引き戻す際に、手から水を「掻き取る（ｓｃｒａｐｅ）」ようになっ
ている。
【００３２】
　手の片面が一度に乾燥され、まず、ユーザは自分の手をノズルセクションの下でノズル
セクションに向かって手のひらを上にして前後に動かす（以下では「正常の動き」と呼ぶ
）。これは図８ａに示される。その後、手を反転して、ユーザは自分の手をノズルセクシ
ョンの下でノズルセクションに向かって手の甲を上にして前後に動かす（以下では「裏返
しの動き」と呼ぶ）。これが図８ｂに示される。「正常の動き」「裏返しの動き」の両者
は、必要であれば繰り返すこと、及び任意の順番で行うことができる。
【００３３】
　従来のセンサ構造（図示せず）を用いて、ユーザの手の検出に応答してモータをＯＮに
することができる。同じセンサを使用して、つづいて、手が検出できないことに応答して
モータをＯＦＦできるが、そうでなければモータはタイマで作動できる。センサ構造を用
いることは必須ではなく、別の方法として、乾燥装置は手動作動とすることができる。
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【００３４】
　左側ノズルセクション１１は右側に傾いており、右側ノズルセクション１３は左側に傾
いている。このことは図９ａ及び９ｂに最も良く示され、（図１に示すように）ノズルセ
クション１１、１３は軸Ａの周りで角度＋μ及び－μだけ傾いており、これは、飛行機２
１のロール軸ＲＡの周りの傾きと類似している（図１０）。手乾燥装置の前側から見ると
、ノズルは乾燥装置の中心線に対称なＶ形配置である。角度λ（＝２μ）は、本明細書で
は相対傾き角と呼ぶ。
【００３５】
　従って、使用時、ユーザは正常の動き及び裏返しの動きの場合に自分の手を傾ける。こ
れは手を貫通した断面において、飛行機のロール軸に類似して、手のロール軸に沿って見
た図１１に示されている。このことはユーザの乾燥動作をより快適なものにするが、特に
手のひらを上にしてノズルセクションの下で動かす場合に顕著であり、ユーザが空気スロ
ット１１、１３に隣接して手を平らに維持（手のロール角＝０°）することを要求される
場合は快適ではないであろう。
【００３６】
　壁上の乾燥装置１の有効奥行きが増大してユーザの指先が乾燥装置１の下で壁１７に接
触する傾向が緩和されるので、使用時にユーザが手を下向きに縦傾斜（ｐｉｔｃｈ）させ
ることが好ましい。図１２にはこの手の縦傾斜動作が示されており、明瞭化のためにユー
ザの正常の動き時の右手だけが示されている。乾燥装置の有効奥行きｙはｘ／ｃｏｓθで
示すことができ、ここで、θは手の縦傾斜角であることに留意されたい。
【００３７】
　下向きに縦傾斜した案内部が、各ノズルセクション１１、１３の後方に設けられており
、使用時の手の縦傾斜角θを制御するようになっている。この案内部は、連続した傾斜面
（ｒａｍｐ　ｓｕｒｆａｃｅ）１９の形態であり、ユーザが傾斜面１９との接触を避ける
ために自分の手を傾斜させることを助長するようになっている。通常、ユーザは縦傾斜面
１９に合わせて自分の手を傾斜させるので、原則として傾斜面１９の縦傾斜は、所定の奥
行きｘに関して所望の有効奥行きｙをもたらすように設定でき、所望の有効奥行きｙは以
下の式で求めることができる。
ｙ＝ｘ／ｃｏｓσ
ここでσは傾斜面１９の縦傾斜角である。
【００３８】
　例えば、奥行きｘが２００ｍｍの場合、傾斜面１９は角度４５度だけ縦傾斜して約２８
０ｍｍの有効奥行きをもたらすようになっている。
【００３９】
　この場合も、ノズルセクション１１、１３が傾いているので、手が下向きに所定の角度
だけ縦傾斜する場合でも、ユーザは快適に自分の手のひらを上にして空気スロット１１、
１３に隣接して維持できるが、ユーザが手を平らに（ロール角＝０°）維持することを要
求される場合には全く快適ではないであろう。
【００４０】
　最適性能には望ましくない、空気流の傾斜面上の成層（ｌａｍｉｎａｔｅ）を防ぐため
に、傾斜面１９の始まりは空気ノズルから後方にずれて配置されている（図１３と図１４
を比較すると、図１４では傾斜面が後方にずれて配置されておらず、その結果、特に使用
時に空気流がユーザの手から後方に偏向する場合には、空気流が傾斜面上に成層する可能
性がある）。傾斜面を少なくとも２ｍｍの距離だけ後方に配置することは、顕著な性能低
下を防ぐために必要と考えられる。案内傾斜面を少なくとも５ｍｍだけ後方に配置するこ
とが好ましいと考えられる。
【００４１】
　乾燥空気流の正確な方向はノズルセクション１１、１３の傾き角に無関係に変わり得る
。図３から５の構造において、空気のシートは、外向き及び下向きに指向しているが、ユ
ーザに向かって前向きには指向していない（図１５ａ及び１５ｂを参照）。その結果、ユ
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【００４２】
　図１６ａ、１６ｂ、及び１６ｃは、僅かに異なる構造を示す。ここで、左側ノズルセク
ション１１は、乾燥装置１の左側に、第１の方向Ａに沿って空気を外向きに指向するよう
に配置される。同様に、右側ノズルセクション１３は、乾燥装置１の右側に、第２の方向
Ｂに沿って空気を外向きに指向するように配置される。しかしながら、第１の方向Ａ及び
第２の方向Ｂの各々は、下向き成分Ａｄ、Ｂｄ、及び前向き成分Ａｆ、Ｂｆを備えている
。従って、ノズルセクション１１、１３からの乾燥空気は、ユーザに向かって前向きに指
向される。このことは使用時にユーザの手を壁から離間させることを助長するが、空気の
シート１１ａ、１３ａは右側及び左側の外向きに指向されるので、乾燥空気はユーザの両
側で下向きに動く傾向があり、やはりユーザ顔面及び身体への逆流及び吹き戻しが制限さ
れる。
【００４３】
　一般に、ユーザが受ける逆流及び吹き戻しの程度は、第１の方向Ａ及び第２の方向Ｂの
偏角β及び発散角φの両者に依存することになる。比較的小さな偏角は、比較的大きな発
散角によって相殺でき、逆も同様である。例えば、空気が床面に向かって真っ直ぐ下に指
向される場合、発散角は０度又は略０度である（他の点は手乾燥装置１と同様の図１７の
手乾燥装置１’を参照）。
【００４４】
　必須ではないが（例えば図１７を参照）、図１５に示す構造において、空気のシート１
１ａ、１３ａの発散角は、特にノズルセクション１１、１３の傾き角に対応する、つまり
、乾燥空気は、ノズルセクション１１、１３に対して垂直に放出される。このことは、ユ
ーザが、手をノズルセクション１１、１３に略平行な平面に傾ける場合には、手のロール
軸に沿って見ると乾燥空気が手に「直角に（ｓｑｕａｒｅ－ｏｎ）」衝突することを意味
する。
【００４５】
　図１８は、別の手乾燥装置１０を示し、各々のノズルセクションは、個々のノズル２３
の傾いた列の形態である。
【００４６】
　図４に示す構成において、乾燥装置の底面は前側から見るとＶ形である。この点は必須
ではない。図１９は別の構造を示しており、この場合ノズル２３の傾いた列であるノズル
セクションは、手乾燥装置１００の平らな底面上に設けられる。
【００４７】
　ノズルセクション後方の案内部は、連続した傾斜面である必要はない。図２０は、集合
的に角度σで縦傾斜（ｐｉｔｃｈ）した一連のリブ２５で形成された「不連続の」案内部
を使用した構造を示す。
【００４８】
　図２１は、案内部を全く備えておらず、他の点は図３に示す構造と同様の、別の乾燥装
置１０００を示す。
【符号の説明】
【００４９】
１　手乾燥装置
３　主ケーシング
１１　ノズルセクション
１３　ノズルセクション
１９　傾斜面
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